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　GNSSシステムとしてのＧＰＳはカーナビや歩行者ナビとして一般化している．航空機や船舶の遭難・衝突・座礁の
回避など重要な用途に活用されている。全ての携帯電話にＧＰＳ受信機を搭載することが社会的要請となってきている．
現在運用されている GNSSシステムである米国ＧＰＳとロシアＧＬＯＮＡＳＳは軍用である．そのため欧州は独自の

GNSSシステムであるＧａｌｉｌｅｏの整備に着手している。これは民生専用としては世界初となる GNSS測位システ
ムである．Ｇａｌｉｌｅｏは２０１３年に本格運用する予定である。また中国は官民共用の GNSSシステム北斗を２０
０８年の本格運用を目指して整備している。
　わが国では静止衛星を利用した航法補強システムであるＭＳＡＳが０７年９月から運用を開始している．またＧＰ

Ｓの補完を目指す準天頂衛星システム（ＱＺＳＳ）計画が進行している．こうした状況において、コグニティブに変化
に柔軟に対応できる受信機の開発が重要となってきている．コグニティブな受信機開発ではソフトウェア化の拡大が重
要である。
ソフトウェアの柔軟性を生かすことで，今後の GNSSの加速度的変化柔軟に対応することが可能となる。また信号の

処理情報を視覚化も容易であるため、信号品質の評価もより正確になる。
　本研究ではＧＰＳと他のＧＮＳＳ信号を複合して処理するソフトウェア受信技術のプロトタイプを開発することを

目指している．現在のところＧＰＳとＭＳＡＳについて同時衛星捕捉と衛星追尾することに成功している。衛星捕捉で
は可能な全ての信号パターンを生成し，生成したレプリカと受信データの相関処理を行う．
　相関データから衛星電波の受信状況を知ることができる。衛星補足から得られる情報のループ処理から，正確な周

波数情報と時間情報を出力できる．このプロセスが衛星追尾プログラムである．
衛星追尾の出力を用いて測位計算を行うことができる。衛星捕捉の繰り返しによる測位計算は可能であるが計算量が

大きいため，リアルタイム処理は実現不可能である．このために追尾プログラムを分離して開発することが必要となる。
　本報告では，測位計算に必要となる衛星捕捉と衛星追尾のプログラムを紹介する．
　我々は C++で開発し所望する追尾データの出力を得たので報告する。


